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 ～ 四 つ の テ ス ト 言行はこれに照らしてから ～ 

１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

  ～有田ロータリークラブ目標～ 

   親睦を深め 

    ロータリーライフを楽しもう 

 しかし、これには大きな問題点がありました。それは衝撃

を和らげるために靴底がどんどん厚くなってしまったことで

す。その結果、足の前の方と踵の靴底の厚みの差は14ミリ

以上になってしまいました。こうなると足首の関節が持ち上

げられ、足首の関節は安定性を失ってしまいます。足と靴、

全体のシステムも不安定になってしまいます。 

 1990年代には踵のクッションそのものはほとんど意味が無

いという研究発表も出てきました。歩行やランニングと言っ

た運動によって人間の身体にどのような影響が出るかと

いった研究は、様々の計測機器やセンサーの進歩とともに

発展してきます。1995年にはクッションの必要性が完全に

否定される研究発表が出ました。2001年にパラダイムシフト

について研究発表がありました。それは、一つは踵への衝

撃は悪いものではなく怪我に繋がるものでない。二つ目は

靴によって着地の衝撃力を変化させることが出来ない。とい

う内容でした。 

 その後靴メーカーはクッションについて少しトーンダウンし

ましたが、今でも多くのメーカーはクッションを第1のウリ文句

にしています。結局、衝撃をコントロールすることが無意味

なことを消費者に納得させる事が困難であり、これまでと正

反対のことを消費者に訴えかけることもはばかられるからで

しょう。この状況で、メーカーが見つけ出した妥協案は「裸

足で歩く」とか「はだしで走る」状態に近づける靴のようで

す。このような目的の靴がいろいろと開発されています。 

 

 

（橋爪（誠）幹事） 

1.ロータリー囲碁同好会より、第15回ロータリー全国囲碁大

会」の案内。（参加ご希望の方は事務局・幹事まで） 

2.和歌山県福祉保健部より「平成28年度麻薬・覚醒剤乱用

防止運動」の案内。 

3.ロータリーの友事務所より、「ロータリーの友」英語版、広

報誌ＲＯＴＡＲＹ発行の案内。 

開 催 日 

THE ROTARY CLUB OF ARIDA 

担当：嶋田（崇）委員 

前回の報告（第２７９７例会） 

平成２８年９月８日(木）  

（松村会長） 

 

（井上親睦活動委員長） 

ゲスト：夏見 任亘 様、董 涛 君（米山奨学生） 

 

 

 

（松村会長） 

 気候が良くなりますと、運動靴が少し売れ出します。早く

秋らしい天候になることを願っています。 

 ほとんどの靴メーカーは「クッションがよい」ことをウリ文句

にして「歩きよい靴」「走りやすい靴」を売ろうとしています。

その言葉は快適さや便利さを思い起こさせるので、マーケ

ティング目的としては理想的な言葉です。メーカーはクッ

ション性があり衝撃を和らげる靴底を開発しました。エアー

やゲル、その他の材料を使ってです。1980年代はランニン

グシューズの衝撃吸収システムが大きくとりあげられまし

た。衝撃を和らげるというアイデアはランナーの間で非常に

人気がありました。それは、とても明白で、納得しやすいと

いう理由からです。人々の直感に強く訴えかけるからで

す。 

  平成２８年９月１５日 第２７９８回 

・会員卓話：橋爪 正芳 君 

  「良き言葉は成長させてくれる」 

・ソング：「それでこそロータリー」 

  平成２８年９月２９日 第２７９９回 

・外部卓話：わいがや娘の会 

  「宮崎定直と太刀の宮」「中将姫物語」 

・ソング：「四つのテスト」 

１ 

点  鐘 

開 催 日 

２７９７ Nｏ． 

ゲストの紹介 

 幹事報告  

米山奨学金授与 

会長の時間  

 

 ９月分の米山奨

学金が松村会長

から董涛君へ授

与されました。 



２ 

基本的教育と識字率向上月間 ／ ロータリーの友月間 

4.「盲導犬を育てる会」よりチャリティーカレンダーの案内。

（ご興味のある方は幹事または事務局まで） 

5.岩出ロータリークラブより創立30周年記念誌 （回覧） 

6.岩出ＲＣ・田辺東ＲＣの週報 （掲示） 

7.The Ｒotarian  （回覧） 

8.他クラブの例会変更 （掲示） 

 

 

（嶋田（崇）委員） 

ロータリーの友９月号 

☆ヨコ組 

Ｐ３ 「ＲＩ会長メッセージ」  今年の年次大会は米国アトラン

タで行われるが、ロータリー財団100周年の祝賀会も開

催される。大勢の努力の結集は、人類への奉仕にささ

げられるに違いありません。結集された努力に限界はあ

りません。 

Ｐ４ お気付きですか？『ロータリーの友』が少し変わりまし

た。サイズＢ５判→Ａ４変型判→Ａ４判(今期より) 

Ｐ３６ 携帯用簡易トイレ「行っトイレ」を寄贈  （和歌山アゼリ

アRC 田原サヨ子）熊本地震被災地へオリジナルの簡

易トイレ１０００個を寄贈した。 

☆タテ組 

Ｐ１５ 尊敬すべき二人のロータリアン 「人生いろいろなこ

とがありますが、どんなことがあっても諦めてはいけませ

ん」 

Ｐ２１俳壇 柳壇 

 俳壇 米田真理子氏(大阪・堺フェニックス) 

 柳壇 大澤徳平氏(大阪・堺)  井出 敏氏(大阪金剛) 

 

 

 

＊ロータリー財団委員会（中元委員長） 

 橋爪（正）君より特別寄付がありました。 

 

 

（児島例会運営委員） 

本日の会員数２６名 

（出席規定免除会員８名） 

出席会員数２０名 

（出席規定免除会員７名） 

      ８０．００％ 

8/25    ７６．９２％ 

MU：中村君 

 

 

（上野山(捷）ＳＡＡ） 

松村君：夏見様、有田ロータリークラブへようこそお越し下

さいました。卓話よろしくお願いします。 

橋爪（誠）君：夏見様、ようこそ有田ＲＣへ。本日の卓話あり

がとうございます。勉強させて頂きます。中元先生、先

日はありがとうございました。 

酒井君：夏見様、本日はお世話になります。卓話勉強させ

ていただきます。 

井上君：台風、ひどくなくてよかったですね。 

中元君：夏見任亘様、本日の卓話よろしくお願い致しま

す。 

上野山（栄）君：夏見様、本日はようこそお越し下さいまし

た。iPhone7がついに発表、さっそく購入していい写真

を撮ってみます。 

橋爪（正）君：夏見様、御多用な中、卓話にお越し下さりあ

りがとうございます。本日よろしくお願い申し上げます。 

橋本君：成戸さん、本日はふみこ農園を見学させていただ

きありがとうございました。 

上野山（捷）君：夏見様、本日の卓話楽しみにしていま

す。 

 

 

 

   「熊野古道及び宮崎定直の有縁の人」 

        有田市語り部の会 会長 夏見 任亘 様 

                    

 熊野古道について少しお話

をしたいと思います。熊野街道

が熊野古道と呼ばれるように

なったのは最近の事で、昭和

52年に文化庁が日本の三古道

を指定してからです。 

 その一つが俳人松尾芭蕉が

歩いた「奥の細道」、二つ目は

木曽路で知られる「中仙道」、

三つめが９９王子社の遺る「熊

野街道」です。それ以来、この道を熊野古道と呼ぶように

なりました。 

 大阪天満橋の西方、八軒屋の近くの窪津王子社から

始まり、雄ノ山峠を越え、藤白、有田、切目、田辺、中辺

路、本宮、速玉、那智へと、最後の王子社は、大門坂の

途中にある多富気王子社で、実際に９９王子社があるの

ではなく、沢山の王子社という意味で、延々約８０里、約３

２０ｋｍの道程です。この道を紀伊路と呼び、この紀伊路

の途中、有田市宮原畑に蕪坂塔下王子社があり、ここよ

り２００ｍ程南に下ったところに宮崎定直の故事に依って

太刀宮と呼ばれる祠があります。 

 今ＮＨＫで大河ドラマ「眞田丸」が放映されています

が、宮崎定直はこの真田信繁（幸村）に招請された武将

です。 

 宮崎定直には蘭という娘がおり、元和２年（1616）に李

眞栄と結婚し、翌年梅渓が誕生しています。そして寛永

10年（1633）に眞栄が６３歳で病没、梅渓１７歳の時に、

父眞栄と入れ替わって３０石を賜り儒員となりました。京

都にも留学しその三年後には光貞に学問を教え、また、

頼宣の江戸参勤に従って往復したことで中央との人脈も

できました。 

 万治元年（1658）、「父母状」由来の事件が起こります。

父を殺した青年が自分の非を認めないという事件が起こ

り、頼宣公も心を痛めました。そして、これは藩政のいた

らぬことと思い、頼宣が起草し、梅渓が浄書したのが「父

母状」です。この父母状は書き写されたり、木版刷りなど

にされ、藩内に幾度となく配布されました。この父母状は

和歌山県民の道徳観の向上に寄与したと考えられてい

ます。 

 

ロータリー友誌  

閉会・点鐘 （松村会長） 

委員会報告 

出 席 報 告              

ニコニコ箱の報告 

 卓 話 


